山の 彼方 は 

_ 常識と はどうい う もの だろ う I 
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おら かな 中宮の あわれに、 優婉な 宮廷 生活 は 描き出さ 

れ ていないで、 この 人の 華やかであった 時の 物語、 情 

景、 印象な どが とり 集められ ている。 勝 気な 枕 草子の 

作者の 気質 は、 中宮への 愛情と 尊敬から も その 隆々 と 

した 絵姿 だけで 描きたかった のか もしれ ない。 だが 人 

間の 何 か 忘られない 姿と いうよう な もの ははた して 富 

貴の 輝きに 照らされ ている 時ば かりに ある もので あろ 

ク ゝ o 

う 力 

枕 草子の 中に こんな 場面が ある。 

ある 朝早く、 帝と 中宮と が 並んで 身分の 軽い 者た ち 

が 門 を 出入りしたり している 朝の 景色 を 眺めて いられ 



という、 一 本の 踏みならされた 道の よう だと 思われる _ 

イギリスの 作家 キ プリングに 有名な 「ジャングル • 

ブック」 という 作品が ある。 動物の 世界の 物語で ある 

あざらし 

が、 この 短篇 集の 中に 若い 雄の 白 海豹 ルカン ノンの 物 

語が ある。 北極光の 照らす 深い 北海の 年々 の 集合 所 か 

ら 真白い 一 匹の 雄 海豹の ルカン ノンが 自分の 軀に うず 

く 希み にっき 動かされて、 海豹の 群が まだ 一度 も 潜つ 

たことの ない 碧い 水の 洞 をぬ けて 遠く 遠く 新しい 浜辺 

を 求めて 行く 冒険が 情趣 深く 描かれて いる。 

私たちの 心に この ルカン ノンの 憧れの 心がない とい 



常識 は 地球の 円い こと を 語る。 遠い 地平線 を 眺める 

と 人間 は いろい ろな - と を 思う もの だし、 思う こと は 

その 時代 時代に よってた いへん 違う と 教える。 しかし、 

肝心の その ひかれる 心の 生々 しさ、 感じて ゆく 過程に 

いわば その 人の 生涯が 圧縮され て 内容 づ けられて いる 

こと、 人間 は その 心で 自分た ちの 地球 を 今日の 常識が 

理解して いると ころまでの 現実性で 我々 の 社会へ もた 

らした のであった という こと はめった に 語らない。 

私たちの 一 人 一 人の 生活の 歴史 は、 他人で は それ を 

しなかった ような 個人と しての 経験 を もたらす ものが 

やはり この 常識の 道 を 歩きながら も、 かなたに ある 地 



この 座談会 は、 いろいろな 意味で 現代の 若い 婦人の 

生 活 態度 の 面 を 示して い る 点で 注意 を ひ いた。 座談会 

へ 出席して 物 をい う 心 持 を 持 つてい ると いう こと は、 

若い 婦人と して 何 か 積極的な ものがなければ しない こ 

とだと 思う。 そういう 世の中へ 出て 発言す る だ けに 歩 

み 出して いる 若い 婦人が、 今日の 社会の 一人の 女と し 

て 結婚に ついても、 本能 的に 人と 人との 結び 合いと し 

て 把握して いないで、 子供 を 産む ためとい う 風な 素朴 

な 内容 で 言う ところが 私た ち の 感想 を ひ き 出す と ， J ろ 

だと 思う。 恋愛 の 心 持 を 経験し ていない 若 い 婦人が、 

観念の 中で 考えても 結婚と いう ことが まだ 本当に わ 
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